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Ⅰ 研究主題と副題 
  『教育ブランド西都』の具現化を目指して 
   ～「さいと学」「英語教育」「学力向上」の取組をとおして ～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 
本市は、教育基本法の理念と西都市民憲章の精神及び第 10－１次西都市総合計画（前期基本計画：

平成 23～27 年度）を基調として「『たくましいからだ 豊かな心 すぐれた知性』を備え、郷土に
対する誇りと国際感覚にあふれ、新たな時代を切り拓いていく気概をもち、心身ともに調和のとれた
人間の育成」を目指している。 

その具現化に向け、平成 21 年度より、すべての小中学校が教育課程特例校の指定を受け、「『教
育ブランド西都』の創造」をキャッチフレーズに、市内二校の県立高等学校とも連携し、全市を挙げ
て小中高一貫教育に取り組んでいる。 

現在小中学校では、三納及び三財、銀鏡・上揚の三地区が施設一体型一貫教育校へと移行し、他の
地区においても連携型一貫教育により地域に根ざした特色ある学校づくりを進めている。 

また、平成 25 年度には全学校にＩＣＴ機器（大型デジタルＴＶ、実物投影機等）を整備し、ＩＣＴ
を活用した授業づくりによる学力向上を目指している。 

『教育ブランド西都』の具現化にあたっては、本センターもその一翼を担い、市教科等研究部会や
宮崎国際大学と連携を図りながら、研究実践に取り組んでいるところである。本年度は昨年度までの
課題を踏まえながらも、継続研究を念頭に置き、以下の三つの視点から研究を実践・深化させていく
ことが『教育ブランド西都』の具現化につながると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究目標  
１ 一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育の視

点を踏まえた「さいと学」の研究を通して、ふるさと西都を愛する児童生徒の育成を目指す。 
２ 英語教育の充実に向けた組織間の連携強化を図るとともに、学習内容や指導方法、評価の在り方

等について工夫改善することにより、国際人として活躍できる児童生徒の育成を目指す。 
３ 児童生徒の学力向上に係る小中で共同実践できるＩＣＴ等を活用した授業づくりの研究を通して、

確かな学力の定着を目指す。 

 

Ⅳ 研究関連図 

 

－研究の視点①－ 
文化遺産等の豊富な教育資源を有する西都市の良さに気づき、『さいと学』を通して、ふ

るさと西都を愛する児童生徒を育成する。 
－研究の視点②－ 

小学校１年生から導入している連続性、一貫性を重視した英語教育を通して、国際人とし
て活躍できる児童生徒を育成する。 

－研究の視点③－ 

視点①、②の基礎となる確かな学力を身に付けさせる。 
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Ⅴ 研究内容 
 
 １ さいと学研究班 

   「さいと学」とは、西都市を学び、西都市を通して自分の生き方について考える学習である。

児童生徒が、西都市の自然・環境、歴史・伝統、産業・生活など、西都市の教育資源を活用し

ながら学習し、その特色や課題を理解する。その学習の中で、自分を見つめ直し、西都市の未

来や自分の生き方について考えることを通して、生涯にわたってふるさとを愛する心と態度を

育てることをねらいとしている。 
 
 （１）これまでの取組と方向性 

    これまでの主な取組として、【資料１】のよう

に児童生徒用のテキスト及び教師用手引書を作

成した。 
また、西都市教育研究センターホームページ

（以下、「ＨＰ」という。）上で自由に利用できる

デジタルコンテンツを作成し、さいと学について

はＨＰを見れば、教員が誰でも指導ができるよう

に充実を図ってきた。 
    しかし、さいと学がスタートしてから７年ほど

経過し、教員からは「学校の実情とあっていない

内容があり、テキスト通り進めるのが難しい」、

「これまで以上に探究的な学習となるように充 
実を図る必要がある」、「キャリア教育の視点から、さいと学を見直してみてはどうか」など

の声を聞くことが多くなった。 
  そこで本年度は、次の三つの視点を重視して授業づくりを行うこととした。 
   
 
 

 
 

（２）授業づくりの実際 

  三つの視点を踏まえた授業づくりを目指すために、茶臼原小学校の５年生をモデルとして 
研究に取り組んだ。【資料２】は、授業研究会の指導案から抜粋したものである。 

 ア 単元計画の見直し 

   従来の計画では、米作りの単元計画が実情に合っていないことから、それまで年間 35
時間であった計画を 50 時間に増やした新たな単元計画を作成した。 

 イ 課題設定の工夫 

   ５年生のさいと学は、米作りという体験中心の学習である。そのため時期に合わせた活

動に追われる実情があり、探究型ではない学習になりがちであった。そこで、探究学習に

するために、米作りという勤労体験を中心に据え、体験ごとに「働くということについて

考える」という課題を設定し、話し合わせることで探究が連続していく単元計画となるよ

うにした。 
 ウ キャリア教育の視点を踏まえた授業 

   お米を作るという体験は、楽しいことばかりではなく、つらい活動もある。そうしたつ

らい活動の体験を生かし、大人になると「どうして働くのか」や「自分はどう働きたいの

か」についてじっくり考えさせ、話し合わせたいと考えた。そこで、実際に働いている大

人の意見を聞きながら自分の将来の生き方を見つめさせる授業づくりを試みた。 

【資料１】これまでの取組 

① 学校や児童生徒の実態を踏まえ、何のための活動かを見直し、単元を組み替える。 
② 探究的な学習になるように、魅力的な課題を設定する。 
③ キャリア教育の視点を踏まえた授業を実践することで、さいと学のねらいにせまる。 
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段階 学習活動及び内容 指導上の留意点（○）及び評価（☆） 資料・準備 
 導
入 

 
５ 
分 

１ 前時の学習を振り返り、本時の

めあてを確認する。 

 
 

 大人はどうして働くのかを考え

よう。 

○ 前時の内容を簡単に振り返り、本時の

めあてを確認する。 
○ インタビューしてきたことを発表し

てもらうことを告げ、ゲストティーチャ

ーの紹介を行う。 

 

 
 展
開

前

段 
 
10 
分 

２ インタビューしてきた内容を発

表し、さまざまな職業についたき

っかけや働くことの苦労について

知る。 
 

○ 各児童が持ち寄ったインタビュー内

容を事前にチェックし、資料として準備

しておき、発表させる。 
○ 現在の職業に就くことになったきっ

かけと働く時の苦労について発表資料

として準備させておく。 
○ どうして働くのか、どうして苦労を乗

り越えるのかについては、児童に事前に

見られないように提出させる。 
 
 

イ ン タ ビ

ュ ー の 報

告 用 原 稿

（各自） 
 

 
 展
開 
後 
段 

 
20
分 

３ 様々な苦労を乗り越えて大人は

どうして働くのかについて考え

る。 
 ○ 討論１ 
 ○ ゲストティーチャーの話 
 ○ 討論２ 
 ○ 保護者からの手紙 

○ 前段の「苦労」をもとに「どうして働

くのか」というテーマで討論する。 
○ 討論会の中でゲストティーチャーの

職業選択のきっかけやどうして苦労し

てまで仕事をするのかという話をして

もらう。 
○ 仕事をする理由はそれぞれ違うので、

途中で保護者から届いた手紙を紹介し

ながら各々の思いについて考える。 

ゲ ス ト テ

ィ ー チ ャ

ー 
（保護者） 
保 護 者 か

らの手紙 

 
 終
末 

 
10 
分 

４ 授業を通して思ったことや感じ

たことを書き、発表する。 
 ○ 個人作業 
 ○ 発表 

○ 討論を通して持った感想をワークシ

ートに書き、発表する。 
○ 仕事は、生きていくために稼ぐという

考え方、家族を守るという考え方、自分

のやりたいことを実現させるという考

え方などあるが、どれか１つ答えを求め

るというのではなく、今の自分の感じた

ことを素直に表現させる。 
☆ 「働く」ということの意味について自

分なりの思いを持つことができたか。 
（思いとは、答えではなく、考えや感想、

疑問、不安等、何でもいいので「働く」

ということについて考える行為全般と

とらえる。） 

 

【資料２】学習指導過程 
 
＜考察＞ 

  ア 35 時間を 50 時間に増やしたことで、時間に余裕が生まれ、活動の振り返りや次の計

画を立てることができた。また、余裕が生まれたことで児童の実態をじっくり見ること

ができ、計画の変更や活動の改善を図ることができた。 
  イ 体験の感想をもとに疑問点が生まれ、新たな課題をもとに話し合うことができ、子ど

もの探究心を持続させることができた。 
  ウ 大人へのインタビューを行ったり、ゲストティーチャーとして身近な働く人を招いて

話を聞いたりしたことで、それまで持っていた児童の価値観を揺さぶり、より深く自分

の将来について考えさせることができた。
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２ 学力向上研究班 

  本市では、平成 25 年度に大型デジタルＴＶや実物投影機等の ICT 機器が市内全小中学校に整

備された。そこで、本研究班は、ICT 機器の活用実態を把握し、実態に応じた効果的な活用に関

する研究を行い、学力向上につなげていくこととした。また、昨年度までに整備を行ってきた「ジ

ャンプアップ西都」も一部を改訂し、活用の促進を図った。  
(１)ＩＣＴの活用に関する実態調査 

   ICT 機器の活用状況の実態を把握するために、市内全小中学校の職員にアンケート調査を行

った。質問項目は、次のとおりである。 
 

質問１ ICT（実物投影機･パソコン･大型テレビなど）を授業で活用することは、得意ですか。苦手ですか。 
質問２ ICT を授業で活用していますか。 
質問３ ICT を活用することのメリットはどのようなことだと思いますか。 
質問４ ICT を活用することのデメリットはどのようなことだと思いますか。 
質問５ 授業中、実物投影機をどのように活用していますか。 
質問６ 授業中、パソコンでどのようなコンテンツやアプリケーションソフトを活用していますか。 

 
    質問１では、肯定的な回答が小学

校で約６割、中学校が約４割で、小

学校と中学校での開きが見られる。

質問２では、小学校の約８割が授業

で活用できているのに対して、中学

校では約５割にとどまっている【資

料３】。 
   この実態の詳細を分析するために、

質問１により「得意グループ」と「苦

手グループ」に分けて分析を行った。  

質問３「ICT を活用するメリット」

については、両グループとも「視覚

に訴えることができる」「興味・関心

を高めることができる」などが多く、

同じ傾向が見られた。それに対して、

質問４の苦手グループでは、５割超

が「機器のトラブルに対応できない」、

「機器の設置が面倒」などのデメリ

ットを挙げていた。 
質問５「実物投影機の活用法」に

ついては、苦手グループの中でも活

用しようとする姿は見られるものの、

小学校と中学校での開きが見られた

【資料４】。 
   質問６「パソコンで使っているコ

ンテンツ」については、使用割合が

高い順に写真、動画、プレゼンテー

ション、ホームページであることが

分かった。 
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【資料４】質問５のアンケート結果【苦手グループ】 
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① ICT 機器をすぐに使えるよう学校の状況に応じて配置する。 
② ICT を活用した効果的な事例を整理し、市内全体で共有していく。 
③ ICT をどの場面で、何のために使うのか明確にした授業づくりを行う。 

(２)ＩＣＴを活用した授業づくりへの取組 

 ア 効果的な活用方法についての研究 

   実態調査と合わせて研究員の

所属する学校での ICT 機器の活

用事例を調査した。調査にあた

っては、教科や単元、使用場面、

効果などを具体的に調査した

【資料５】。 
調査した事例を学習指導過程

の段階ごとに、次のようにまと

めた。 
導入の段階では、フラッシュ

型教材で前時の復習を行ったり、

問題提起や興味・関心を高める

ために画像や動画を使用したり

する事例があった。 
   展開の段階では、実物投影機を使った実験や作業手順の説明、動画や画像を使った学習内容

の説明、インターネット上の動画クリップや教育ソフトの活用など、様々な工夫がなされてい

た。その中でも、ノートや具体物を使い、児童生徒が自分の考えを実物投影機で発表する活用

事例が多く見られた。 
 
 イ ＩＣＴ活用を普及させるための基本的な考え方 

   ICT に関する実態調査等を分析した結果、実物投影機の活用の有無が、ICT 活用のポイント

になっていることが分かった。また、研究員の所属する学校での具体的な活用事例の調査によ

り、実物投影機を効果的に活用して成果をあげている事例も多くあることも分かった。コンピ

ュータを使った授業については、写真や動画、教育ソフト等の使用コンテンツが、校種・教科

等の違いにより、更に多岐にわたっている実態も見えてきた。その上で、ICT 活用を普及させ

るための基本的な考え方を次のように整理した。 
    
 
 
 
   そこで、初年度である本研究では、各校種・教科等に対応するため、実物投影機の活用と各

校で同じ環境で使用できるプレゼンテーションソフトを活用した教材（以下、「プレゼン教材」

という。）に絞り込むこととした。 
 

ウ 授業研究会 

    実際の授業で ICT の効果的な活用の在り方を検証するために授業研究会を実施した。（三財

小中学校 中学部第３学年 数学科「図形と相似」黒木千穂教諭） 
授業での導入・展開・まとめの各段階において、プレゼン教材や実物投影機を活用した。 
プレゼン教材は、問題提示の場面で、相似な２つの三角形を見いだした後、重ならない位置

に一方の三角形を抜き出して、対応する線分を捉えさせるために使用した【資料６】。実際に

図形を動かすことで、対応する線分が明確になり、スムーズに比例式をつくることができた。

また、まとめの場面では、相似な三角形の対応する線分を１組ごとに確認できるようにし、本

時の振返りでも再度提示して、対応する線分の位置を正しく理解させることができた。 

４ 

【資料５】具体的な活用事例 
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 実物投影機は、解いた練習問題を生

徒が説明するのに使用した【資料７】。  
実物投影機を活用したことで生徒は、

自分のプリントをそのまま投影し説

明することができていた。授業をスム

ーズに進める上で役立ったが、生徒の

活用については、日常的に使い慣れる 
必要があることも課題として見えてき

た。 
成果として、生徒は意欲が高まり、

集中して学習に取り組んでいた。また、

終末の練習問題による評価から、アド

バイスが必要な生徒は見られたもの

の、本時の目標は、ほぼ達成できてい

た。 
  機器の設置環境の面から見れば、デ

ジタルＴＶの前に、実物投影機用の 
机を置いた設営であったが、準備が簡単でスムーズに授業に入ることができていた。中学校用

の設営として参考になる事例である。 
 
エ 西都市教科等研究会情報教育部会との連携 

    西都市内各学校での ICT 活用の事例を共有し取組を進めるために、西都市教科等研究会情報

教育部会と連携し研修会を行った。ICT活用を苦手だと感じている教員に、実物投影機の活用、

プレゼン教材の事例を提供できた。また、使いやすい環境づくりについて情報を交換すること

ができた。 
 

(３)「ジャンプアップ西都」の整備 

 平成 23 年度から整備を進めてきた「ジ

ャンプアップ西都」を改訂し、PDF ファ

イル形式で、ＨＰのメニュー「学力向上班」

よりダウンロードできるようにした。「ジ

ャンプアップ西都」とは、宮崎県教育委員

会作成の「Web 学習単元評価システム」の

評価問題をもとに、学期ごとの学習内容を

１枚のプリントに集約したものである【資

料８】。 
 これにより、小学校１年生から、中学校

３年生までの算数・数学の評価問題が整い、

各学期の基礎的・基本的内容が１枚のプリ

ントで振り返ることができるようになっ

た。 
今後、レディネスの確認やつまずきを見

つけるための活用などの幅が広がること

を期待している。

【資料８】「ジャンプアップ西都」の画面 
「http://cms.miyazaki-c.ed.jp/ssc019/htdocs/」 
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【資料７】生徒の実物投影機活用 

【資料６】使用したプレゼン教材 



 

３  英語教育研究班  

 これまで英語教育研究班では、英語活動（１年～４年）・英会話科（５年、６年）の充実の

ため、指導内容や指導方法、評価等の研究を行い、市内で共通理解・共同実践が図られつつ

ある。また、夏季休業中に行われる「英語村 in 宮崎国際大学」（対象：６年）の計画・運営

に携わってきた。宮崎国際大学の協力のおかげで、内容が年々充実し、児童が学んだ英語を

実際に活用できるようになってきている。このように、小学校での英語教育の充実が図られ

てきたことから、本年度は、中学校での英語教育充実のための研究を行うこととした。 
 

（１）中学校における英語科学習に対する意識調査  
 生徒の英語学習に関する

困り感を把握するため、５月

に市内の中学生にアンケー

トを実施した。【資料９】は、

結果である。  

この結果から、「文法を覚

えることに困っている生徒

が多い」「中学校の早い段階

で難しくなったと感じてい

る生徒が多い」「授業をよく

聞く、復習をする生徒は、つ

まずきが少ない」ことが分か

った。また、中学校英語科の

研究員の意見から「生徒の学

力差が大きい」という課題の

ある学校が多いことも分か

った。 

そこで研究内容を、 

①「既習事項の効果的な定着のさせ方はどうあればよいか」 

②「学習内容をしっかり身に付けさせる授業の在り方はどうあればよいか」 

とすることにした。 
 

（２）既習事項の効果的な定着のさせ方  
 既習事項の文法を効率よ

く定着させる教材として、平

成 25 年度に作成した「Saito 

Basic Dialogue」【資料 10】

を活用することとした。 

     この「Saito Basic Dia-    

logue」は、各学年の基本文法

をＡ４で２枚にまとめてある。  

さらに、宮崎国際大学の協力

のもと、「英語（ネイティブ） 
【資料 10】Saito Basic Dialogue（Ｈ25 西都市教育研究センター作成) 
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【資料９】 英語に関する生徒へのアンケート結果（Ｈ26 ５月 195 名）  

Q1 英語の学習で困っている 
ことは何ですか？        0        20       . 40       60       (%)  

    綴りが覚えられない 
     発音     〃 
   意味   〃 
   文法   〃 
          その他 
Q2 英語の学習が難しくなっ 

た時期はいつですか？  0   .      10             20         (%)  
      . １年...１学期 
           ２学期 
         ３学期 
      ２年 １学期 
         ２学期 
         ３学期 
      ３年 １学期 
  特に難しいとは感じない 
         その他 
Q3 Ｑ2 で「特に難しいと感じない」と答えた人に質問です。英 

語の学習で特に実践していることは何ですか？ 
         .   0      20    . 40     .60.     80       (%)  

      授業をよく聞く 
            復習 
          予習 
          宿題 
        やり直し 
        英文音読 
        英文暗唱 
          その他 



→ 日本語」の順に音声化したＣＤも作成した。ま

た、テキストと音声のデータをＨＰ【資料 11】か

らダウンロードして利用できるようにした。 

【資料 12】は、Saito Basic Dialogue を用いた、

検証の手順である。【資料 13】は、授業での小テ

ストの様子である。小テストの問題を本時学習内

容と関連づけることで、より学習効果が高いテス

トになるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
（３）学習内容をしっかり身に付けさせる授業の在り方  

 学習内容を生徒にしっかり身に付けさせるためには授業改善が欠かせない。普段

あまり意識せずに組み立てている授業を再度見直し、授業における学力向上のため

の視点を整理した【資料 14】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 手     順 

9 月 

① 事前テスト 
対 象 市内 2 中学校 2・3 年生 139 名 
問 題 Saito Basic Dialogue の１年内容 

② Saito Basic Dialogue のプリント配布 
,Saito Basic Dialogue の Ｃ  Ｄ 配布 

9 月 
～ 

11月 

③ 授業の初めに小テスト（5 分程） 
暗唱ペアテスト（2～3 問ずつ） 

↓ １年の問題の暗唱が終わったら 
書き取りテスト（2～3 問ずつ） 

12月 ④ 事後テスト 

 
１ 指 導 内 容 を 明 確 に す る 【 指 導内 容 】  ※【  】内は、指導案上に明記する際に活用した言葉である。 

  学 習 指 導 要 領 に お け る 指 導 事 項 の 明 確 化 、 教 科 書 で の 指 導 内 容 の 明 確 化 と 、 系 統 性 の 把 握 が 、 学 習
内 容 の 確 実 な 積 み 上 げ に 重 要 で あ る 。  

 
２ レ デ ィ ネ ス を 把 握 し 、 高 め る 【 レ デ ィ 】  

  明確 に し た学 習 内 容を も とに 、 児 童生 徒 の レデ ィ ネ ス を把 握 す る。 レ デ ィネ ス を 把 握す る こ とは 、 新 し い
学習を進める際の児童生徒のつまずきを想定することにつながり、単元計画や指導過程を立てる上で役立つ。 

レ デ ィ ネ ス を 高 め る こ と は 、児 童 生 徒 の つ ま ず き を 減 ら し 、学 習 活 動 に 参 加 す る た め の 基 盤 と な る 。
ま た 、 新 し い 学 習 内 容 の 理 解 と 定 着 を 図 る う え で 非 常 に 重 要 で あ る 。 学 年 が 上 が る ほ ど 、 既 習 事 項 は
増 え る 。 そ の 膨 大 な 既 習 事 項 の 中 の 重 要 な 内 容 を 整 理 し 、 効 率 よ く 短 時 間 で レ デ ィ ネ ス を 高 め さ せ る
方 策 を 教 師 が も っ て お か な い と 、 高 め ら れ な い 。 ま た 、 整 理 し た も の を 児 童 生 徒 に 示 す こ と で 、 効 率
よ く 復 習 す る こ と の で き る 家 庭 学 習 を 行 え る よ う に な る 。   

３ 問 題 解 決 的 な 学 習 の 単 元 、 指 導 過 程 で の 位 置 づ け 【 問 題 解 決 】  

指 導 内 容 や 児 童 生 徒 の 実 態 に 応 じ 、 問 題 解 決 的 な 学 習 を 単 元 や 指 導 過 程 に 位 置 づ け る こ と で 、 児 童 生 徒
の 興 味 ・ 関 心 を 生 か し 、 自 主 的 ・ 自 発 的 な 学 習 が 促 さ れ る よ う に す る 。 そ の 際 、 一 部 の 児 童 生 徒 だ け の 活
動 で 学 習 が 進 ん だ り 、 習 熟 の 時 間 の 確 保 が な か っ た り し な い よ う に す る こ と も 大 切 で あ る。  

 
４ 言 語 活 動 の 位 置 づ け 【 言語 活 動 】  

 言 語 活 動 の 充 実 を は か り 、 児 童 生 徒 の 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 高 め る と と も に 、 学 習 内 容 の 理 解
を 深 め る こ と が 大 切 で あ る 。 そ の 際 、 次 の ４ つ の ポ イ ン ト が 大 切 で あ る 。  

①  各教 科 の 中 で 、ど の よ う な 児 童生 徒 の 姿 を 目指 す の か （ ど んな 言 語 表 現 の姿 が あ れ ば よ いの か ）、  
教 師 が 明 確 に し て お く 。 そ し て 、 そ の 姿 を モ デ ル と し て 示 す 。  

②  何 の た め に 、言 語 活 動 を 取 り 入 れ る の か 。ど の よ う な 言 語 活 動 が 、学 習 内 容 の 理 解 に つ な が る の  
か 教 師 が と ら え て 、 指 導 過 程 に 位 置 づ け る 。  

③  一 人 一 人 に 、 言 語 活 動 の 場 を 保 障 す る 。 実 際 に 表 現 活 動 す る 中 で 、 表 現 力 を 身 に 付 け さ せ る 。  
④  本 時 学 習 内 容 の 理 解 を 深 め な が ら も 、モ デ ル と な る 表 現 に 近 づ く よ う 、言 語 表 現 に 対 す る フ ィ ー  

ド バ ッ ク も 行 い 、 児 童 生 徒 に 意 識 さ せ る 。   
５ ス モ ー ル ス テ ッ プ に よ る 指 導 【 ス モ ー 】  

学 習 内 容 を 理 解 す る た め に 、 活 動 を ス モ ー ル ス テ ッ プ 化 す る こ と は 非 常 に 効 果 的 で あ る 。 そ の 際 、
次 の ３ つ の ポ イ ン ト で ス テ ッ プ を 組 む と よ り 効 果 的 と な る 。  

  ① 教 師 か ら の 一 方 的 な 指 導 と し な い 。 児 童 生 徒 の 活 動 と 教 師 の 指 導 の バ ラ ン ス を と る 。  

【資料 11】西都教育研究センター 英語教育班 Saito Basic Dialogue ＨＰ 
｢http://cms.miyazaki-c.ed.jp/ssc019/htdocs/?page_id=35」 

① ここから入る 

② テキストと音声を 
ダウンロードできる 
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【資料 12】Saito Basic Dialogue を用いた検証の手順 

 

【資料13】授業での小テストの様子 

 

暗唱ペアテストの様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これらの視点を取り入れて授業研究会を行った。【資料 15】は、その指導案と実際の活動の様子

である。資料内のカッコ（例【レディ①】）の表記は、検証の視点のつながりである【資料 14】【資

料 15】。

 

本 時 の 目 標  
【指導内容】【言語活動】 

（１） Can you~?を用いて、積極的に尋ねたり答えたりする。（コミュニケーションに対する関心･意欲･態度） 
（２） Can you~?の意味や用法を理解し、適切に使えるようにする。   （言語や文化に対する知識・理解） 

学 習 内 容 及 び 学 習 活 動  指 導 上 の 留 意 点  実 際 の 活 動 の 様 子  
１ 挨拶および warm-up をする。  
 〇 挨拶の中で、既習事項を用いて話したり

質問したりする。      【レディ①】 
 〇 Basic Dialogue を用いて、ペアで暗唱活

動を行う。  【レディ②】【学び合い①】 

〇 明るく元気よくあいさつさせる。  
〇 積極的に発表した生徒を称賛する。  
〇 協力しながら暗唱させる。  
〇 数ペア発表させる。  
〇 発表したペアを拍手で称賛する。         

 

２ 前時までの復習をする。  
〇 「アクションカード」を用いて口頭練習  

をする。    【レディ③】【スモー①】 
   Ｈ e can play soccer. 
    He can use a computer. 
３ 本時の学習内容を知る。   【問題解決】 
 
  

〇 前時までの学習内容を使いながら導入
する。          【スモー②】 

 A : I can read this kanji. 
    How about you? 
     Can you read this? 
  B : Yes, I can. /  No, I can’t. 
〇 新出文法の口頭練習をする。【スモー③】 
〇 ワークシートの問題を解く。【スモー④】 

 
〇 カードを見せながら表現させ、 can

の意味や用法を思い出させる。  
  
 
 
 
〇 生徒との会話の中から自然に Can 

you~?やその答え方の意味や用法を理
解させる。   

 【変化のある繰り返し】   
〇 絵を見せながら、テンポよく口頭練

習させる。  
〇 主語が you 以外の場合にも触れる。.  

４ プログレスで会話の練習をする。 . 
【スモー⑤】【学び合い②】【見 届 け】 

○ 短い対話文を完成させる。  
○ 短い対話文の音読をする。  
○ 対話文を完成させる。  
○ 対話文を音読する。  
〇 英作文に取り組む。  
〇 Can you~?を使って友達と会話する。  

〇 短時間で集中して練習させる。  
〇 発表はペアで協力し、声をしっかり

出させる。  
〇 発表したペアを拍手で称賛する。                   
〇 机間指導をしながら、つまずいてい

る生徒にはヒントを与える。  
〇 コミュニケーション活動に入る前に

日本語は使わないよう指示する。  
５ まとめをする。  
 〇 本時の学習内容を確認する。  
 
 

〇 板書を振り返りながら、基本文の用
法が理解できたか確認する。  

【資料 14】授業における学力向上のための視点  

   
  ②  ス テ ッ プ が 細 か す ぎ る と 、 児 童 生 徒 の 思 考 力 の 育 成 を 妨 げ る こ と や 、 意 欲 を 低 下 さ せ る こ と に な  

る 。 子 ど も に 考 え さ せ る こ と と 教 え る こ と の バ ラ ン ス を と る 。  
③  ス テ ッ プ が 固 定 化 す る こ と は 、 学 び 方 を 学 ぶ こ と に つ な が る 。 し か し 、 学 習 内 容 や 児 童 生 徒 の 実  

態 か ら ス テ ッ プ を 柔 軟 に 変 え る こ と も 必 要 で あ る 。   
６ 学 び 合 い の 活 用 【 学 び合 い 】  

児 童 生 徒 同 士 の 学 び 合 い の よ さ は 、 次 の ５ つ で あ る 。  
  ① 学 習 に つ ま ず い て い る 児 童 生 徒 が 、 教 え て も ら う こ と で 学 習 内 容 の 理 解 を 深 め る こ と が で き る 。 
 ②  学 習 内 容 を 理 解 し て い る 児 童 生 徒 が 、 教 え る こ と で 学 習 内 容 の 理 解 を 深 め る こ と が で き る 。  
 ③  児童生徒一人一人が、学習内容を表現する活動を通して、学習内容の理解を深めるとともに、表現力を高めることができる。 
 ④  児 童 生 徒 が 、 相 互 評 価 す る こ と に よ り 、 短 時 間 で 理 解 の 状 況 を 評 価 で き る 。  
 ⑤  学習につまずいていて困っている児童生徒が、教えてもらえる・助けてもらえる安心感と存在感をもつことができる。 

 留 意 す る こ と は 、 次 の ２ つ で あ る 。  
  ①  ね ら い と 効 果 を 考 え て 、 必 要 に 応 じ て 学 び 合 い の 活 動 を 取 り 入 れ る 。  

②  児 童 生 徒 の 相 互 評 価 に 頼 ら ず 、 教 師 自 身 が 一 人 一 人 評 価 す る 機 会 を 設 け る 。   
７ 変 化 の あ る 繰 り 返 し に よ る 習 熟 【 変 化 の ある 繰 り 返し 】  
     繰り 返 し は 、 定 着 に 効 果 的 で あ る が 、 児 童 生 徒 は 飽 き て し ま う こ と も 考 え ら れ る 。 学 習 形 態 や 学 習 活 動 な

ど の 変化 を つ け る こと で 、 意 欲 の 持続 を 図 る と とも に 、 学 習 内 容の 定 着 ・ 一 般化 を 図 る こ と がで き る 。  
８ 一 人 一 人 の 確 実 な 見 届 け 【 見 届け 】  
     1 時 間 の 授 業 の 中 で 、 本 時 の ね ら い を 達 成 す る こ と が で き た の か 、 一 人 一 人 評 価 す る 場 を も つ こ と

が 大 切 で あ る 。 多 く の 場 合 、 授 業 後 半 で あ る 。 よ っ て 、 後 半 に 、 学 び を 活 か し て 自 分 で 問 題 を 解 く 、
学 習 内 容 を 自 分 の 言 葉 で 表 現 す る な ど の 場 を 設 け る 。  

 

【資料 15】授業研究会の実施 指導案と実際の活動の様子（12 月 穂北中学校 第１学年 題材「Program ８」） 

各自、短作文をつくり、友達と会話 まとめ Can you 動詞の原形~?  Yes, I can.  /  No, I can’t. 

めあて Can you~? を使って、「できること」を尋ねたり、答えたり

Saito Basic Dialogue で暗唱活動 

カードをみせて対話（聞く、話す活動）
しながら、前時の復習と本時の導入 
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口頭練習後、問題を解いて確認 



Ⅵ 成果と課題 

 １ 成果 

  ○ さいと学研究班 

・ これまでのさいと学の学習内容をもとにしながら、探究型及びキャリア教育の視点を取り

入れたことで、さいと学の新たな可能性を見出すことができた。 

・ キャリア教育の視点を踏まえた授業を実践したことで、学校で学んでいることが、将来の

自分と結びついていると感じる児童が増えた。 
 

  ○ 英語教育研究班 

・ Saito Basic Dialogue の活用は、既習事項を定着させることに効果があった。 

・ 学力向上のための視点を意識することで、学習内容をしっかり身に付けさせる授業を組み

立てることができた。 
 

  ○ 学力向上研究班 

      ・ ICT 活用の実態調査や具体的な活用事例の収集を行ったことにより、ICT 活用に関する問

題点が明らかになり、具体的な手立てを講じることができた。 

      ・ ICT 環境が整いつつあり、教師の ICT 活用に関する意識が高まってきた。 

 

 ２ 課題                                                                  

    ○ さいと学研究班 

・ モデル校を使った研究で得られた成果を生かして、他校でも学校の実情に合わせて実践で

きるように、センターとして研究を推進していく必要がある。 

・ 昨年度までの反省を生かして、研究を推進してきたが、本年度で全て改善することができ

なかった。 
 

  ○ 英語教育研究班 

・ Saito Basic Dialogue の効果を高めるために、生徒相互の評価を行う時間をどう確保する

か。 

・ 学力向上のための各視点の具体的な手立ての在り方を追及していく必要がある。 
 

  ○ 学力向上研究班 

・ 校種・教科等の特性を考慮した ICT 活用を進めるための工夫について検討する必要がある。 

  

 

 

 

《研究同人》                                                       

所   長   竹之下 悟（西都市教育委員会教育長） 

主任研究員   向江 修一（穂北中学校） 

研 究 員  

 さいと学研究班 

田村 智宣（銀鏡中学校） 

須本 康仁（妻南小学校） 

瀬之口忠二（茶臼原小学校） 

山下 義信（三財小学校） 

門松 直子（妻中学校） 

英語教育研究班 

水田 幸児（妻北小学校） 

岩切  敦（三納小学校） 

下川奈緒子（穂北中学校） 

日髙恵里子（三納中学校） 

学力向上研究班 

木下 浩利 （妻南小学校） 

上野美和子 （穂北小学校） 

瀬戸山なつ代（都於郡小学校） 

松田 大志 （都於郡中学校） 

黒木 千穂 （三財中学校） 

事  務  局 荒武 真奈美、日髙 政志、山内 昭弘、髙山めぐみ（西都市教育委員会教育政策課） 
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